
 
第３回北海道食育推進優良活動表彰 受賞者の取組概要（五十音順） 

    

受賞者名 旭川市子ども農業体験塾 

所在地 旭川市 代表者 運営委員長 浅野 晃彦 活動開始 平成 12年度 

取組内容 小学生を対象として、市内の水稲野菜農家等で通年型の農業体験を実施 

○活動内容・実績 
  市内在住の小学４～６年生を対象に水稲・野菜農家、果樹農家、酪農家のもと
で、年に６回、田植体験、稲刈り体験、野菜の栽培、乳牛の世話、果実のもぎとり
などの体験の後、締めくくりとして収穫祭を行い、自ら育て収穫した農畜産物を調
理し、試食するという通年型の農業体験。これまでの参加者は373名。 

○活動の波及・成果 
 平成 18 年度から北海道教育大学旭川校の学生が当事業にボランティアで参加
し、体験の補助を行っている。保護者からのアンケートによると、子供たちは日常
生活において経験することができなかった農業農村の文化に触れたことで、食、農
への興味を持って生活するようになったとの声が多数寄せられている。また、保護
者においても、体験を機に地元農産物を購入する機会が多くなったとの声もある。 

 
 

受賞者名 江別市食生活改善協議会 

所在地 江別市 代表者 会長  伊藤 洋子 活動開始 昭和 46年度 

取組内容 男性も対象に含めた幅広い世代を対象に継続的な食生活の改善活動を実施 

○活動内容・実績 
おやこの食育教室（参加延人数4,115名、昭和54年～） 
男性料理教室（参加延人数444名、平成11年～） 
ふれあいレストラン（70歳以上対象、参加延人数1,395名、平成12年～） 
食育かるた作成・活用（掲示用もあり。保健センターで掲示。） など 

○活動の波及・成果 
市の関係部署とも連携し、プレママクッキング調理支援等の活動も行ってきた。 
地元食材を使った「食と健康づくりレシピ集」は、若い方から高齢者まで幅広い

層で活用されている。市の特産野菜のPRや、朝食を欠かさず食べることの啓発な
どの効果も絶大で、健康について考えてもらうきっかけとなっている。 
また、食育かるたは手づくりで、読み札は大変工夫を凝らしたものとなっている。 

 

受賞者名 食育事業「岩農食農塾」 

所在地 岩見沢市 代表者 教諭 松本 賢 活動開始 平成 24年度 

取組内容 岩見沢農業高等学校の生徒が、小学生に対して、作物の栽培、加工、調理など実習体
験を教え、自らも食について学ぶ。 

○活動内容・実績 
４月の入会式から11月の修了式まで農業体験、調理、食品加工、宿泊学習など

のプログラムを実施している。参加対象者は、小学校4年生とし、昨年まで４７名
の参加となっている。プログラムには保護者も一緒に参加し、子ども達と同様に生
命や農業、食の大切さを実感している。また、別途、高校生を対象に外部の方を講
師として学習会を実施し、自らも学ぶ。 

○活動の波及・成果 
 岩見沢市、市教委、農協、空知総合振興局等との連携により、事前学習の実施な
ど充実した活動を行うことができている。毎回の活動を、道新や農新、プレス空知
等の記事によって、地域へ情報発信されている。この記事を見て近隣中学校生徒か
らの壁新聞の取材を受け、これにより参加人数が増加している。 
参加した児童は、農作業・地域農家への研修等を通して、生命や食、農業に対す

る関心の高まりのほか、後片付け掃除することによって家庭における手伝いの機会
が増えたなどの変化、さらには、将来、岩農で勉強したいという目標を持つ児童も
いる。高校生においても、地域農業についての理解の深化や、子ども達に伝えるこ
との難しさを感じながらも自主的に活動に取り組もうとする意欲の向上など、大き
な成長が見られる。 

 


